別紙２
設計住宅性能評価

中高層共同住宅自己評価書および中高層共同住宅設計内容説明書
○中高層共同住宅自己評価書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	性能表示

事項

※
	自己評価等級
	評価方法

	ア．劣化の軽減に関すること
	３－１

劣化対策等級

(構造躯体等)

	等級

□３

□２

□１

	□評価方法基準による

□特別評価方法認定による

□住宅型式性能認定による

□型式住宅部分等製造者の認証による



	イ．維持管理への配慮に関すること
	４－１

維持管理対策等級（専用配管）


	等級

□３

□２

□１
	□評価方法基準による

□特別評価方法認定による

□住宅型式性能認定による

□型式住宅部分等製造者の認証による



	ウ．温熱環境に関すること
	５－１

断熱等性能等級


	等級

□４

□３

□２

□１

地域区分

□１　　　□２　　　□３
□４　　　□５　　　□６
□７　　　□８
	□評価方法基準による

□特別評価方法認定による

□住宅型式性能認定による

□型式住宅部分等製造者の認証による

	エ．空気環境に関すること
	６－１
ホルムアルデヒド対策（内装）
	等級

□３

□２

□１


	□評価方法基準による

□特別評価方法認定による

□住宅型式性能認定による

□型式住宅部分等製造者の認証による


	オ．高齢者等への配慮に関すること
	高齢者等配慮等級

（専用部分）９－１
	等級

□５

□４

□３

□２

□１
	□評価方法基準による

□特別評価方法認定による

□住宅型式性能認定による

□型式住宅部分等製造者の認証による

	
	高齢者等配慮対策等級

（共用部分）９－２
	等級

□５

□４

□３

□２

□１
	□評価方法基準による

□特別評価方法認定による

□住宅型式性能認定による

□型式住宅部分等製造者の認証による


○中高層共同住宅設計内容説明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	性能表示

事項

※
	自己

評価

等級

※
	確認

項目
	　　　設　　計　　内　　容　　説　　明　　欄　　　　　※
	図面番号
	設計内容確認

	
	
	
	
	項目
	設　　計　　内　　容
	記載図書
	
	

	ア

劣化の軽減に関すること
	□３－１イ

ＲＣ造等劣化対策等級
(構造躯体等)


	□３

□２

□１
	セメント
	セメントの種類
	□ポルトランドセメント(JIS R 5210)

(□普通　□中庸熱　□低熱　□その他)

□フライアッシュセメント(JIS R 5213)

□高炉セメント(JIS R 5211)
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	ｺﾝｸﾘｰﾄ

の水ｾﾒﾝﾄ比
	最小かぶり厚さ
	・土に接しない部分

耐力壁以外の壁床 屋内(   ㎜)屋外(     ㎜)

耐力壁，柱，はり床 屋内(   ㎜)屋外(     ㎜)

・土に接する部分

壁，柱，はり，床，基礎の立上り部分(      ㎜)

・基礎（立ち上がり部分を除く）　(      ㎜)

・外壁仕上げ[□タイル貼　□モルタル塗

　　　　　　□外断熱工法　□その他(　　) ]
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	
	水セメント比
	・コンクリートの種類（□普通コンクリート

□軽量コンクリート）

・水セメント比(　　　　　　  　　%　以下)
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	部材の設計・鉄筋
	設計かぶり厚さ
	・設計かぶり厚さ＝最小かぶり厚さ＋(      ) ㎜
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	ｺﾝｸﾘｰﾄの

品質等
	スランプ
	□18cm以下(ｺﾝｸﾘｰﾄ強度33N/mm2未満) 

□21cm以下(ｺﾝｸﾘｰﾄ強度33N/mm2以上)
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	
	単位水量
	(　　     　㎏/ｍ３        )
	
	
	

	
	
	
	
	空気量
	(　 　             　%)
	
	
	

	
	
	
	施工計画
	ｺﾝｸﾘｰﾄの
充填方法等
	・打込・締め固め方法

（□JASS5-7節に準拠 □その他：　　　　）

・打継ぎ部の処理方法

（□JASS5-7節に準拠 □その他：　　　　）

・養生方法

（□JASS5-8節に準拠 □その他：　　　　）
	□仕様書□
	
	

	
	□３ｰ１ロ

鉄骨造劣化対策等級
(構造躯体等)


	□３

□２

□１
	構造躯体


	鋼材の厚さ
	・一般部(　　　　 　　㎜)

・柱脚部(　　   　　　㎜)
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	
	防錆処理

の種類
	・一般部(                    　　　　　　)

・柱脚部(　　　                    　　　)
	
	
	

	
	
	
	床下


	防湿措置
	　□コンクリート(厚さ          ㎜)

□防湿フィルム(厚さ          ㎜)

□その他同等の防湿性能があると確かめられた材料
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	
	換気措置

	□基礎断熱工法
断熱材種類（                          ）
(熱伝導率        w/m･k)  (厚さ      ㎜)
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	
	
	□基礎断熱工法以外基礎部の開口(外周部の設置間隔         m)

(開口高さ      　㎜)  (開口幅     　 ㎜)


	□配置図□平面図□矩計図□設備図□
	
	

	
	
	
	小屋裏


	小屋裏　　換気

□該当なし
	・換気口の位置(給気口：                  )

　　　　　　　(排気口：                  )

・天井面積に対する換気口面積の割合 (     )
	
	
	


	
	性能表示

事項

※
	自己

評価

等級

※
	確認

項目
	　　設　　計　　内　　容　　説　　明　　欄　　　　　※
	図面

番号
	設計

内容

確認

	
	
	
	
	項目
	　　　　　　　　設　　計　　内　　容
	記載図書
	
	

	イ

維持管理への配慮に関すること
	４－１

維持管理対策等級
(専用配管)


	□３

□２

□１
	専用配管


	ｺﾝｸﾘｰﾄ内埋込配管
	・排水管(□有　□無)

・給水管(□有　□無)

・給湯管(□有　□無)

・ガス管(□有　□無　□該当なし)
	□仕様書□
	
	

	
	
	
	
	他住戸の専用部内の設置
	・排水管(□有　□無)

・給水管(□有　□無)

・給湯管(□有　□無)

・ガス管(□有　□無　□該当なし)
	
	
	

	
	
	
	地中

埋設管


	地中埋設管上のｺﾝｸﾘｰﾄ打設
	・排水管(□有　□無)

・給水管(□有　□無)

・給湯管(□有　□無)

・ガス管(□有　□無　□該当なし)
	□仕様書□設備図
	
	

	
	
	
	専用

排水管


	排水管の　清掃措置
	・便所

[□共用立管に隣接 □掃除口(露出または開口有)]

・その他の水まわり

[□トラップ　□掃除口(露出または開口有)]
	□平面図□設備図□
	
	

	
	
	
	排水管の性状等　(継ぎ手およびヘッダーを含む)
	排水管等の内面，設置状態
	・排水管等内面，たわみ，抜け防止

□排水管の清掃に影響を及ぼす内面の凹凸無し

　(仕様等：　　　　　　　　　　　　　　　　)

□たわみ，抜け防止のための措置有り

(措置：　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	
	

	
	
	
	配管

点検口


	主要接合部等の点検措置
	・排水管と設備機器の接合部

[□露出または開口有　□その他(　　　　　　 )]

・給水管と設備機器の接合部

[□露出または開口有　□その他(　　　 　　　)]

・給湯管と設備機器の接合部

[□露出または開口有　□その他(　　　 　　　)]

・給水管のバルブおよびヘッダー　

[□露出または開口有　□その他(　　　　　　 )]

・給湯管のバルブおよびヘッダー

[□露出または開口有　□その他(　　　 　　　)]

・ガス管のバルブおよびヘッダー　□該当なし

[□露出または開口有　□その他(　　　　　　 )]
	
	
	


	
	性能表示

事項

※
	自己

評価

等級

※
	確　　認

項　　目
	　　設　　計　　内　　容　　説　　明　　欄　　　　　※
	図面

番号
	設計

内容

確認

	
	
	
	
	項目
	　　　　　　　　設　　計　　内　　容
	記載図書
	
	

	ウ

温熱環境に関すること
	５－１

断熱等性能等級
（　）地域


	□４

□３

□２

□１
	躯体・開口部の断熱性能等
	建築主等判断基準または設計施工指針（本則）を適用する場合
	□外皮平均熱貫流率の基準に適合

　□ＵAの値を評価書に記載する

　　外皮平均熱貫流率　ＵA　　(　　　　　　w/㎡ｋ)

　　　　　　　　　　　　　※小数点第三位を切り上げ
□冷房期の平均日射熱取得率の基準に適合

　□ｎＡの値を評価書に記載する

　　冷房期の平均日射熱取得率　ｎＡ（　　　　　）

※小数点第二位を切り上げ
	□計算書□仕様書□平面図□矩計図□
	
	

	
	
	
	
	設計施工指針（附則）を適用する場合

	適用条件　　□　開口部比率の基準に適合
躯体の断　　□　熱貫流率の基準に適合

熱性能等　　□　断熱材の熱抵抗の基準に適合
開口部の　　・　開口部比率の区分
断熱性能　　　　□ 区分(い) □ 区分(ろ) □ 区分(は)
等

緩和措置　　□ 外気に接する床をその他の部分とみ

なす

　　　　　  □ 窓の断熱（２％緩和）

　□ 窓の日射（４％緩和）
	
	
	

	
	
	
	結露防止
対策
	繊維系断熱材
	・繊維系断熱材等の使用（　□有　　□無　）
	□仕上表

□平面図

□矩計図

□
	
	

	
	
	
	
	防湿層の設置
	・ 防湿層の設置　　　　（　□有　　□無　）

□除外規定適用
	
	
	

	
	
	
	
	通気層の設置

	・ 防湿層の設置　　　　（　□有　　□無　）

・ 防風層の設置　　　　（　□有　　□無　）

□除外規定適用
	
	
	

	
	
	
	
	断熱材の施工
	躯体面に断熱材を全面密着
	
	
	

	
	
	
	熱橋部対策
	□断熱補強有り

□除外規定適用（添付図書に内容を記載）
	
	
	

	
	
	
	認定書等
	認定書等活用
	□認定書等の活用
	
	
	

	エ

空気環境に関すること
	６－１

ホルムアルデヒド対策（内装）
	□３

□２

□１
	内装仕上下地材等
	使用建材
	・□製材等　　□特定建材　　□その他の建材
	□仕上表

□建材表

□
	
	

	
	
	
	居室の内装の仕上げ材
	ホルムアルデヒド発散等級
□該当なし
	・特定建材のうち最もホルムアルデヒド発散が大きい建材

□Ｆ☆☆☆☆　　　□Ｆ☆☆☆　　　□Ｆ☆☆
	
	
	


	
	性能表示

事項

※
	自己

評価

等級

※
	確認

項目
	設計内容説明欄　　　　　　　　　　　※
	図面

番号
	設計

内容

確認

	
	
	
	
	項目
	設計内容
	記載図書
	
	

	オ

高齢者等への配慮に関すること
	９－１
高齢者等配慮対策等級

(専用部分)
	□５

□４

□３

□２

□１
	部屋の

配置等


	特定寝室　と同一階　にある部屋
	特定寝室　(室名：       　　　　　　　　　　)
	□平詳図□矩計図□


	
	

	
	
	
	
	
	・特定寝室と同一階にある部屋

□玄関　□便所　□浴室　□洗面所　□食事室

□脱衣室
	
	
	

	
	
	
	
	
	・ホームエレベーターの有無[□有　□無]

・ホームエレベーター出入口の幅員(　　　　㎜)
	
	
	

	
	
	
	段差


	出入口等

(日常生活

空間内)
	・玄関出入口

くつずりと玄関外側　(　　　　　　　　㎜)

くつずりと玄関土間　(　　　　　　　　㎜)

・上がりかまち　　　　(　　　　　　　　㎜)

・浴室出入口　　　　□単純 □またぎ (　   　㎜)

・バルコニー出入口　□単純 □またぎ (     　㎜)
	□平詳図
□


	
	

	
	
	
	
	その他

(日常生活

空間外)
	・室名(　　　    　　　　　　　　　　　　㎜)
	
	
	

	
	
	
	住戸内

階段


	幅員
	・幅員  (　　　　　　　　　　　　　　　　㎜)
	□平詳図□
	
	

	
	
	
	
	勾配等


	・蹴上  (　　　　　　　　　　　　　　　　㎜)
・踏面　(　　　　　　　　　　　　　　　　㎜)
・勾配　(　　　　　　　　　/　　　　　　　　)
	
	
	

	
	
	
	
	蹴込み


	・蹴込み寸法(　　　　　　　　　　　　　　㎜)
・蹴込み板　　(□有　□無)

	
	
	

	
	
	
	
	形式等
	・階段の形式(　　　　　　　　　　　　　　　)
・最上段の通路等への食い込み　(□有　□無)
・最下段の通路等への突出　(□有　□無)
	
	
	

	
	
	
	
	滑り防止
	・滑り止め　(□有　□無,踏面と同一面)
	
	
	

	
	
	
	
	段鼻
	・段鼻の出　(□有　□無)
	
	
	

	
	
	
	
	手摺
	・階段　　　(□両側設置　□片側設置)
手摺高さ　(　　　　　　　　　　　　　　㎜)
	
	
	

	
	
	
	手摺


	手摺の

設置
	・便所　 □立ち座り
	□平詳図□矩計図□仕様書
	
	

	
	
	
	
	
	・浴室   □浴室出入口　　□浴槽出入り

　　　 　□浴槽立ち座り　□姿勢保持

　　 　　□洗い場立ち座り
	
	
	

	
	
	
	
	
	・バルコニー出入口（□設置）
	
	
	

	
	
	
	
	
	・玄関　　(□設置　□設置可)

	
	
	

	
	
	
	
	
	・脱衣室　(□設置　□設置可)
	
	
	

	
	
	
	
	転落防止

手摺の

設置
	・バルコニー

腰壁の高さ　(              　㎜)

手摺高さ(□腰壁より　□床面より)         ㎜
	
	
	

	
	
	
	
	
	・窓(2階)

窓台の高さ　(　  　　　　　　㎜)


手摺高さ(□窓台より　□床面より)         ㎜
	
	
	

	
	
	
	
	
	・窓(3階以上)

窓台の高さ　(　　　　　　　　　　㎜)


手摺高さ(□窓台より　□床面より　　　㎜)
	
	
	

	
	
	
	
	
	・住戸内の廊下および階段(開放されている側)

腰壁の高さ　(　　　　　　　　　　　　㎜)

手摺高さ    (　　　　　　　　　　　　㎜)
	
	
	

	
	
	
	
	
	・手摺子の内法寸法

□110㎜以下
	
	
	


	
	性能表示

事項

※
	自己

評価

等級

※
	確認

項目
	設計内容説明欄　　　　　　　　　　　※
	図面

番号
	設計

内容

確認

	
	
	
	
	項目
	設計内容
	記載図書
	
	

	オ

高齢者等への配慮に関すること
	９－１

高齢者等配慮対策等級

(専用部分)


	
	通路および出入口の幅員(日常生

活空間)


	通路の　幅員
	・最小有効幅員　(　  　　　　　　　　　　㎜) 

・柱等の箇所　　(　   　 　　　　　　　　㎜)
	□平詳図□
	
	

	
	
	
	
	出入口の幅員


	・玄関　　　  (有効　 　   　　　　　　　㎜)
	
	
	

	
	
	
	
	
	・浴室出入口  (有効　 　                 ㎜)
	
	
	

	
	
	
	
	
	・玄関・浴室出入口以外の室の出入口

(最小幅員　   　　   　　　　　　㎜)

□工事を伴わない撤去により対応可


□軽微な改造により対応可
	
	
	

	
	
	
	寝室，便所および浴室(日常生活空間)


	浴室の　寸法


	・内法の短辺寸法　 (　　　　　      　　　㎜)
・内法面積　       (　　　  　　    　　　㎡)

・ユニットバス型番（                       ）
	□平詳図□
	
	

	
	
	
	
	便所の　寸法等
	・内法寸法　長辺（　    　㎜）短辺（　　　　㎜）
	
	
	

	
	
	
	
	
	□短辺が便器後方の壁から便器の先端+500㎜以上□便器の前方に500㎜以上確保

□便器の側方に500㎜以上確保
	
	
	

	
	
	
	
	
	□工事を伴わない撤去により対応可

□軽微な改造により対応可

□ドア開放により対応可
	
	
	

	
	
	
	
	
	・便器の形式　(□腰掛け式　□その他)
	
	
	

	
	
	
	
	特定寝室　面積
	・内法面積 ( 　    　　　　　　　　　　　㎡)
	
	
	

	
	９－２

高齢者等配慮対策等級（共用部分）

□該当なし
	□５

□４

□３

□２

□１
	共用廊下(エントランスホールを含む)

	歩行補助手摺
	□両面設置　□片面設置　□無

・床面からの高さ（　　    　　　　　　　㎜）　
	□仕様書　□平面図　□矩計図　□
	
	

	
	
	
	
	開放廊下の転落防止用手摺
	・腰壁の高さ    （  　　　　　　　　　　㎜）

・手摺高さ(□腰壁より　□床面の先端より)       ㎜

・手摺子の内法寸法  □110㎜以下
	
	
	

	
	
	
	
	床の段差


	□段差なし
	
	
	

	
	
	
	
	
	・高低差　[□有　□無    (　　　　　     ㎜)]
・高低差が生じる場合の構造   勾配(     　　)
□傾斜路(勾配1/12以下)と段の併設
□傾斜路(勾配1/15以下)の設置
□傾斜路(勾配1/8以下)の設置（段差80㎜以下

  の場合のみ適用可）
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	・傾斜路の構造
手摺(□両側設置　□片側設置　□無)
手すりの床面からの高さ　(　　　     　　㎜)
有効幅員　              (　   　　　　　㎜)
	
	
	

	
	
	
	
	
	・段の構造
有効幅員(　　    　　　　　　　　　㎜)

勾配(　　　　　/　　　　　　)

けあげ(　 　    ㎜)・踏み面( 　 　  ㎜)

段の蹴込み寸法(　　　  　　　　　　㎜)

蹴込み板　  (□有　□無)

最上段の通路等への食い込み(□有　□無)

最下段の通路等への突出　　(□有　□無)

滑り止め　　(□有　□無，踏面と同一面)

段鼻の出　　　　　　　　　(□有　□無)

手摺　　(□両側設置　□片側設置　□無)

手摺の踏面の先端からの高さ(　 　   ㎜)
	
	
	

	
	
	
	
	共用廊下の幅員
	有効幅員　(　 　     　　　　　　　　㎜)
	
	
	


設計内容説明書【共同住宅等用】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第六面）

	
	性能表示

事項

※
	自己

評価

等級
※
	確認

項目
	設計内容説明欄　　　　　　　　　　　※
	図面

番号
	設計

内容

確認

	
	
	
	
	項目
	設計内容
	記載図書
	
	

	オ

高齢者への配慮に関すること
	
	
	共用階段


	共用階段の幅員
	・有効幅員　(　 　　 　　　　　　　　　　㎜)


	□階段詳□
	
	

	
	
	
	
	勾配等
	・けあげ　(　　    ㎜)・踏面　(　      　㎜)

・ 勾配　(　　　　  　／11　　　　　　　　)

・ 蹴上×２＋踏面（     　　　　　　　　㎜）
	
	
	

	
	
	
	
	蹴込み
	・蹴込み寸法(    　  　　　　　　　　　　㎜)
・蹴込み板　(□有　□無)
	
	
	

	
	
	
	
	形式等
	・階段の形式

(□踊場付き折れ階段　□直階段　□その他)

・最上段の通路等への食い込み　(□有　□無)

・最下段の通路等への突出　(□有　□無)
	
	
	

	
	
	
	
	手摺


	□両側設置　□片側設置　□無
・踏面の先端からの高さ　(　   　　　　㎜)
	
	
	

	
	
	
	
	滑り防止
	・滑り止め(□有　□無，踏面と同一面)
	
	
	

	
	
	
	
	段鼻
	・段鼻の出　(□有　□無)
	
	
	

	
	
	
	
	転落防止用手摺

(外部開放階段)
	・腰壁の高さ(   　　　　　　　　　　　   　㎜) 

・手摺高さ(□踏面の先端より　□腰壁より         ㎜)
・手摺子の内法寸法  □110㎜以下
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


